
県立広島病院の跡地における土地活用の在り方検討業務委託仕様書 

 

１ 業務の名称 

県立広島病院の跡地における土地活用の在り方検討業務 

 

２ 業務の目的 

本県では、新病院を東区二葉の里地区に整備することとしており、現在の県立広島病院（南区

宇品神田）は、令和 12（2030）年度を目途に新病院に移転・統合することを検討している。 

令和５（2023）年９月に策定した「県立広島病院跡地活用の方向性」においては、必要な「医

療」「介護」「福祉」サービスを受けることができる体制を整えること、防災体制の充実強化、「賑

わい」「健康づくり」「子育て」等の機能整備を検討することとしている。この実現に向けて、更

なる検討・整理を行うことを目的とする。 

 

３ 対象地及び対象施設 

県立広島病院は、JR広島駅の南方約 3.5km（直線）に位置し、東側には県立広島大学広島キャ

ンパスが隣接している。また、県立広島大学広島キャンパスの南側に職員駐車場を設置している。

病院敷地内には、病院施設として７棟の既存建物があり、その他に保育所施設が南西角に設置さ

れている。 

 

 

 



４ 委託期間 

契約締結日から令和９年３月 31日まで 

 

５ 業務内容 

受託者は、次に掲げる県立広島病院の跡地における土地活用の在り方に関連する業務を行う。 

(1)  跡地（土地・建物）の売却に当たっての手法の整理 

更地及び建付地などの売却手法について、スケジュール、価格、確実性などを比較検討し、

整理すること。 

(2)  売却に当たっての事業者選定の手法の整理（事前のサウンディングなど含む） 

サウンディング型市場調査及び先進事例等を踏まえ、事業者の参画意向や、導入可能な機能・

規模等を調査し、売却先となる事業者の選定手法を整理すること。 

(3)  売却時の手続き（土壌汚染などが明らかになるなど）などの整理 

各種法令に基づき必要となる事前調査（土壌汚染調査、埋蔵文化財調査等）、その他考慮すべ

き行政計画等）を整理すること。 

(4) 跡地に必要な機能（介護・福祉、賑わい、健康づくり、子育てなど）の精査 

跡地に必要な機能（医療を除く。）について、地域の現状を踏まえ、将来的に必要であると考

えられる機能の精査を行うこと。なお、精査に当たっては、現在や将来的な需要だけではなく、

供給、アクセス及び跡地周辺資源の有効活用の視点も踏まえること。 

(5)  基本構想策定に係る支援 

(1)から(4)の業務を踏まえ、「県立広島病院跡地活用に係る基本構想」（跡地活用の基本的な

考え方）の策定を支援すること。 

(6)  報告書のとりまとめ 

報告書２部及びこれに係る電子データを提出する。 

 

６ 実績報告 

受託者は、業務完了日から 10日以内に業務完了報告書（任意の報告書及び収支清算書）を提出

すること。 

 

７ 成果の帰属及び秘密保持 

(1)  成果の帰属 

本業務による得られた成果品の著作権（著作権法第 27条及び第 28条規定の権利を含む。）は

県に帰属するものとし、また、県は、本業務の成果品を自ら使用するほか、本業務の趣旨に照

らして適正と判断される場合は、第三者に本業務の成果品の使用を許諾できるものとする。 

(2)  秘密保持 

ア 受託者は、本業務に関し、受託者が県から受領又は閲覧した資料等は、県の了解なく公表

又は使用してはならない。 

イ 受託者は、本業務で知り得た県や地域団体等の業務上の秘密を保持しなければならない。 

 

８ 個人情報の保護 

受託者は、本業務（再委託した場合を含む。）を履行する上で個人情報を取り扱う場合は、個人

情報の保護に関する法律（平成 15年法律第 57号）を遵守しなければならない。 

 

９ その他 

(1)  受託者は、本業務の実施の進捗状況を適宜報告し、県と調整を図ること。 

(2)  受託者は、本業務の実施に当たって、不明確な点や改善の必要があると認められる場合は、

直ちに県と協議・調整を行うこと。 

(3)  本仕様書に関して疑義を生じた事項及び本仕様書に定めのない事項については両者協議の上、

これを解決するものとする。 


